
❶ 職員への周知徹底
 ● 当院独自の職員の行動規範を制定し自粛を強化
 ● 感染対策委員会が感染対策ニュースの発行と研修会を
  実施し情報を共有
 ● 出退勤時を含むマスクの着用、手指消毒の徹底
  （出入り業者を含む）
 ● 毎朝夕に検温し健康管理をしっかり行う
 ● 自己のみならず、他人に感染させないよう徹底する
 ● 風邪の症状や発熱等があり、体調不良の場合は休む、休ませる
 ● 患者毎の物品消毒の徹底

❷ 外来・救急患者対応
 ● 各受付エリアにおけるビニールカーテン設置
 ● リスク別ゾーニングによる感染リスクの低減
 ● 待合室での椅子の間引きによる間隔の確保
 ● 検温・問診による来院者管理の徹底

❸ 3つの「密」を避ける
 ● 休憩室の増設
 ● 食堂での椅子の間引きによる間隔の確保
 ● オフィスや会議室のドアーをオープンにし、換気を行う

 ● 全体朝礼や各種会議等の中止や時間の短縮
 ● 出張の制限とテレビ会議の活用

❹ その他
 ● パソコンや診察器具等の共有物に対する定期的な消毒の実施

これらの対策を職員全員が徹底し、感染対策にも強い病院と
して患者や地域の皆様に安心・信頼してもらえるように努めて
参りますので、今後とも宜しくお願い致します。

S h i n k o m o n j i  H o s p i t a l
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学問的に、技術的に高い水準の医療を
提供します。そのために必要な施設・
設備の整備拡充に努めます。

高
度
医
療

診療科目 ご案内
ご来院の際は４００台収容可能の
駐車場をご利用ください。

●外来受診・お見舞い
　４時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
●検査・手術付添等に関わる長時間滞在
　８時間まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００円
　以降１時間毎に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００円
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E-mail：info@shinkomonji-hp.jp
http://www.shinkomonji-hp.jp

NPO法人列島会
創造館クリエイティブハウス 印刷事業部
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患者と医療情報を共有し、急性期治療から早期リ
ハビリ、在宅医療まで一貫した、患者のニーズに沿っ
た安全で安心できるチーム医療を提供します。

総
合
医
療

地域の医療・福祉施設と密接な連携を図り、い
つでも誰でも安心して利用できる、救急医療に
重点を置いた地域医療の中核病院を目指します。

地
域
医
療

内　　　科 消化器内科 内分泌・糖尿病内科
循環器内科 呼吸器内科 外　　　科 呼吸器外科
整 形 外 科 リウマチ科 形 成 外 科 皮　膚　科
泌 尿 器 科 放 射 線 科 脳神経外科 脊髄脊椎外科
救　急　科 病理診断科 リハビリテーション科 麻　酔　科

至門司港

新小文字病院
ウエスト

門司駅

北九州都市高速 4号線

トライアル

大里IC

手向山

大里戸ノ上

大里本町三丁目

戸ノ上一丁目

西鉄バス 新小文字病院前バス停で下車すぐ

門　司
郵便局

至小倉 JR鹿児島本線

199
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駐車場のご案内交通アクセス

71

Desig
n

松原二丁目

1. 平等な治療を受ける権利があります。
患者は、その社会的経済的地位、国籍、人種、宗教、年齢、病気の種類によっ
て差別されずに、平等な治療を受ける権利を持っています。

2. 治療を自己決定できる権利があります。
患者は、医師による明確でわかりやすい言葉で十分な説明を受けた後で、治療
を受ける権利、あるいは治療を受けることを拒む権利があります。

3. 情報を知る権利と情報を提供する責務があります。
患者は、医師による診断・治療、または変わり得る治療方法・予後、今後予測さ
れる問題に関して知る権利を持っています。患者は、自身の症状や健康に関す
る正確な情報を提供し、治療に積極的に参加する責務があります。

4. セカンドオピニオンを受ける権利と
プライバシーが守られる権利があります。
患者は、自分の医療内容に対して、医師と共同して選択する権利、他の医師か

らの意見・相談を得る権利、いかなる場合であっても人格的に扱われ、患者自
身の診療に関する全てのプライバシーに関して、万全の配慮を受ける権利を
持っています。

5. 相談する権利があります。
患者は、十分な情報を得、利用可能な財政的支援について相談する権利を持っ
ています。

6. 良質な医療を速やかに受ける権利があります。
患者は、効果的医療行為を速やかに行われることを要求する権利、継続的に
支持、検討された質の高い医療を受ける権利を持っています。

7. 病院秩序を守る責務があります。
患者は、全ての患者が安全で良質な医療を受けられるように配慮して頂くとと
もに、職員が適切な医療を行うことを妨げないよう協力する責務があります。
また、医療費を適正に支払う責務があります。

患者の権利と責務

基本方針

トピックス　新型コロナ対策 ～ 当院の取り組みについて （感染対策委員会・安全衛生委員会）

当院では新型コロナによる院内感染が4月に発生し、感染対
策本部を中心に感染拡大の抑制・新たな感染の防止対策を
行い、同月末より診療を再開することができました。今回、
３つの密の回避を含めた院内感染防止を目的に行っている
改善事例についての一部を紹介させて頂きます。

佐藤りさ眼科
かかりつけ医㉖

病棟シリーズ 第６回
整形外科・形成外科病棟 師長 吉野 貴子

新型コロナ対策
当院の取り組みについて 

脊髄脊椎外科治療センター
腰部脊柱管狭窄症とは？

感謝、感謝
マスク等の医療資材の提供のお礼

感染対策の基本
「手洗い」と「マスク着用」を見直そう

 若松区・高塔山の「アジサイ」 若松区・高塔山の「アジサイ」

検温・問診によるチェック

休憩室の増設

間隔の確保

マスク着用・消毒の徹底



● 基本は内服加療、それでも症状が
　悪くなる場合には手術を行います

● 腰椎椎弓形成術
● 腰椎椎体間固定術

● 術前より評価を行い、
 術後は１日２回以上の
 リハビリを提供します

● 腰の神経のとおり道が狭くなる病気です

● 足に痛みやしびれが出てきます

● 特にふとももやふくらはぎに痛みがでます

● 歩いているとだんだん足の痛み
　やしびれが強くなります
● しばらく休憩するとよくなります
● 歩きだすとまた足の痛みや
 しびれが強くなります
● 上記を繰りかえします

椎間板の膨隆

黄色靭帯の肥厚

神経（馬尾神経・神経根）の圧迫

治
療
セ
ン
タ
ー
で
扱
う

主
な
疾
患

久壽米木 亮

守本 純

岡元 彰平

腰部脊柱管狭窄症とは？
ようぶせきちゅうかんきょうさくしょう

間欠性跛行
かんけつせいはこう

脊髄脊椎外科医長

脊髄脊椎外科医師

脊髄脊椎外科医師

術後リハビリ

手　術

受付時間 午前 8：30 ～11：30
午後 2：00 ～ 5：00

診療時間 午前 9：00 ～12：00
午後 2：00 ～ 5：00

休　診 日曜・祝日、
月・木・土曜午後

● 診療科や曜日等により、変更になる場合や予約が必要となる場合が
ございますので、事前にお問い合せください。また、メールでの診療予約
は受け付けておりませんので、必ず電話でお問い合せをお願いします。

● 急患の方はこの限りではありません。

● 予約診療以外の方の受付時間は 8：30～11：00 となります。
● 脊髄脊椎外科では新患の方（初めての受診の方）でも予約を
お取りしています。待ち時間短縮のためにも事前に予約をお取り下さい。

● ご予約希望の患者様は 093-391-1001（病院代表）へお電話下さい。

午 前

午 後

久壽米木
岡　元

久壽米木
岡　元

髙　橋
守　本

髙　橋
久壽米木

小　川
担当医

久壽米木（予約） － －－ 髙橋（予約） 髙橋（予約）

守　本
予約外の新患･再診受付
午前 8:30 ～ 11:00
新患でも予約可能です

（午後は予約のみとなります）

土金木水火月

当センターのご案内

足のしびれや痛みでお悩みの方は、
いつでもご相談ください。

手術や術後リハビリの詳細は、特設ホームページ
（新小文字病院 脊髄脊椎外科治療センター）をご覧下さい

http://center.shinkomonji-hp.jp/

脊髄脊椎外科診療体制
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副院長 
兼 脊髄脊椎外科治療センター長
兼 脊髄脊椎外科主任部長

治　療

髙橋 雄一

治療の流れ

具体的な症例

Heart to Heart3 2Heart to Heart



1） ワクチンnet「感染症がはやる季節」https://www.wakuchin.net/disease/season.htmlより引用（一部改訂）
2） Y’s Square感染対策情報レター「日常的なマスク着用による感染予防効果について」参照
3） 厚生労働省ホームページ「国民の皆さまへ（新型コロナウイルス感染症）」より引用
4） シャボン玉石けんホームページ「シャボンちゃんの手あらいうた」https://www.shabon.com/
5） World Health Organization:Natural ventilation for infection control in health-care settings. Atkinson J， et al， eds.WHO Publication/Guidelines， 2009.

　

手
洗
い
で
大
切
な
こ
と
は
正
し

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
正
し
い
手
洗
い

を
行
う
事
で
す
。
厚
生
労
働
省
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
中
で
、
下
記
の
5
つ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
食
中

毒
予
防
の
た
め
、
調
理
の
前
を
追

加
し
て
手
洗
い
の
実
施
を
お
願
い

し
ま
す
。

手
洗
い
に
つ
い
て

正
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

　

次
に
正
し
い
手
洗
い
の
方
法
で

す
が
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
さ
ん

か
ら
分
か
り
や
す
い
手
洗
い
方
法

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
洗
い

で
不
十
分
と
な
り
や
す
い
、
爪
先
、

指
の
股
、
親
指
、
手
首
が
適
切
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
字
や
写
真

だ
け
で
は
、
覚
え
に
く
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
同
社
が
手
洗
い
う
た

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

正
し
い
手
洗
い
で

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

　

次
に
マ
ス
ク
で
す
。
一
般
に
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と
い
わ
れ
る
マ
ス

ク
は
、
5
μ
m（
飛
沫
の
大
き
さ
）

の
粒
子
を
95
％
以
上
カ
ッ
ト
す
る

能
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
能
力
は

正
し
く
着
用
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

十
分
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
隙
間
の
空
い
た
マ
ス
ク
、

鼻
の
出
た
マ
ス
ク
、
鼻
と
口
の
出

た
マ
ス
ク
、
会
話
の
時
に
ず
ら
し

た
マ
ス
ク
な
ど
は
発
生
し
た
飛
沫

抑
制
を
阻
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

飛
沫
は
く
し
ゃ
み（
約
4
万
個
）

を
し
た
と
き
や
、
咳（
約
3
千
個
）

を
す
る
と
き
に
発
生
し
ま
す
。
ま

た
会
話
を
5
分
す
る
と
、
1
回
咳

を
し
た
の
と
同
じ
量
の
飛
沫
が
発

生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
正

し
く
着
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
下
記
の
要
領
で
す
。

●裏と表を間違えない
●マスクを鼻の形に曲げ、きちんと伸ばし、隙間を作らない
●マスクをずらさない

あごマスク 鼻だしマスク 正しい着用のばしていない
マスク

折り目で判断し、
ゴムの付き方で判断しない

折り目が1方向でない場合、
メーカーの推奨を確認

マスクをする時

手洗いの、５つのタイミング
咳やくしゃみ、
鼻をかんだ時

ご飯を食べる時

前と後！

公共の場所から
帰った時

病気の人の
ケアをした時

外にあるものに
触った時

調理の前

「
手
洗
い
」と「
マ
ス
ク
着
用
」を
見
直
そ
う

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、感
染
症
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、あ
る
い
は
夏
に
、ま
た
冬
に
流
行
す
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
あ
り
、私
た
ち
は
年
間
を
通
し
て
感
染
症
と

向
か
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
感
染
対
策
の
基
本
と
し
て
、

手
洗
い
と
マ
ス
ク
の
着
用
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

手
洗
い
に
つ
い
て
は
感
染
予
防
効
果
が
あ
る
事
は

皆
さ
ん
周
知
の
通
り
で
す
。

し
か
し
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
そ
れ
の
み
の
対
策
で
は

予
防
効
果
が
不
十
分
で
、手
洗
い
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

初
め
て
予
防
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＝

５分

感
染
対
策
の
基
本

表裏 表裏

Heart to Heart5 4Heart to Heart



脳
外
科
疾
患
と
関
連
す
る
も
の
も

多
く
、今
後
、さ
ら
な
る
連
携
を
築

き
、よ
り
よ
い
医
療
を
お
届
け
で
き

れ
ば
、と
考
え
ま
す
。

　

女
医
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

細
か
い
気
配
り
と
話
し
や
す
さ
、丁

寧
な
診
療
と
手
術
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
患
者
様
が
普
段
の
生
活
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
か
、

し
っ
か
り
聞
い
て
話
し
合
い
、そ
の

患
者
様
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
治

療
を
行
い
ま
す
。

　　

見
え
に
く
い
け
ど
眼
の
手
術
は

怖
い
、と
思
い
踏
み
と
ど
ま
ら
れ
て

い
る
患
者
様
や
、眼
の
こ
と
で
少
し

で
も
お
困
り
の
こ
と
が
あ
る
患
者

様
は
、ま
ず
は
お
気
軽
に
御
来
院
く

だ
さ
い
。　

　

今
回
、開
院
に
あ
た
り
こ
れ
ま
で

八
幡
済
生
会
病
院
で
部
長
を
務
め

培
っ
て
き
た
技
術
や
経
験
を
最
大

限
に
活
か
し
、皆
様
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
ま
す
よ
う
、精
一
杯
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
網
膜
疾
患
を
す
ば
や
く
早
期
発

見
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、白
内
障
手
術
に
は
セ
ン

チ
ュ
リ
オ
ン
と
い
う
新
し
い
機
器

を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機

器
の
導
入
に
よ
り
眼
球
内
圧
を
一

定
に
保
ち
、小
さ
い
創
口
で
負
担
を

最
小
限
に
し
、安
定
性
と
安
全
性
を

高
め
て
手
術
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
お
時
間
の
あ
る
と
き
に
是
非

ご
覧
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

新
小
文
字
病
院
の
副
院
長
兼
整

形
外
科
主
任
部
長
の
佐
藤
元
紀
は

夫
で
あ
り
、診
療
科
は
違
い
ま
す
が

共
に
医
師
と
し
て
助
け
合
い
医
療

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
北
﨑
医
院

で
の
転
倒
の
患
者
様
や
疾
患
の
増

悪
の
際
は
、い
つ
も
、ど
の
科
の
先

生
に
も
素
早
い
対
応
を
し
て
頂
き
、

と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
新

小
文
字
病
院
に
は
眼
科
が
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、眼
科
疾
患
に
も
内
科
や

　

２
０
２
０
年
５
月
８
日
に
若
松

区
白
山
で
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

佐
藤
理
沙
で
す
。

　

お
隣
に
は
７０
年
続
く
実
家
の
内

科
・
北
﨑
医
院
が
あ
り
、生
ま
れ

育
っ
た
北
九
州
市
で
家
族
一
同
協

力
し
、地
域
の
皆
様
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
ま
す
よ
う
内
科
と
眼
科
で

連
携
し
な
が
ら
日
々
診
療
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、一
般
診
療
お
よ
び
白

内
障
手
術
、緑
内
障
手
術
、網
膜
疾

患
治
療
、レ
ー
ザ
ー
治
療
、ま
た
子

供
の
近
視
抑
制
治
療
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、幅
広
い
年
齢
層
の
患

者
様
に
適
し
た
治
療
が
可
能
で
す
。

　

一
般
的
に
眼
の
症
状
が
な
く
て

も
、４０
歳
以
上
の
患
者
様
は
年
に
１

回
は
眼
科
を
受
診
し
、眼
底
検
査
を

受
け
た
方
が
良
い
と
推
奨
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、当
院
で
は
、Ｏ

Ｃ
Ｔ
と
い
う
機
器
を
導
入
し
て
お

り
ま
す
の
で
、緑
内
障
や
加
齢
黄
斑

変
性
、糖
尿
病
網
膜
症
な
ど
の
様
々

〒808-0035
福岡県北九州市若松区白山1-2-3 メイプルビル2F

093-752-1655
眼科

住 所

TEL

診療科

院 長

学 歴

略 歴

資格・専門医等

● 日曜日、祝日、土曜午後／休診 ※ 土曜日の診療は隔週のみ

佐 藤 理沙

※ホームページアドレス https://sato-r-eye.com/

かかりつけ医
紹介 ㉖

若松区で
５月に開業

地
域
に
貢
献
で
き
る
親
し
み
や
す
く

優
し
く
丁
寧
な
医
療

佐
藤
り
さ
眼
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
と

特
色・概
要

月受付時間 火 水 木 金 土

8：30～12：00午前

午後 13：30～16：20

手術

手術

H18
福岡大学医学部卒業

● 日本眼科学会
   認定眼科専門医
● ボトックス資格医
● オルソケラトロジー受講
● 身体障害者福祉法
   第15条指定医
● 難病指定医

福岡和白病院 研修
福岡大学病院 眼科入局
福岡日赤病院
福岡大学筑紫病院
八幡済生会病院 部長
こやのせ眼科、産業医大若松病院
新小倉病院など勤務

佐藤りさ眼科

119

若松駅前
郵便局

若松駅前
交番

日本生命

若松
市民会館JR筑豊本線

1F セブンイレブン
若松白山店

医療法人 徹滋会
北﨑医院

若松中央
小学校

495

中川通り 至戸畑

若松
区役所

北九州
銀行

119

若松駅前

若戸大橋口

若松中央
小学校前

若松駅西

JR若松駅

2F 佐藤りさ眼科

新
小
文
字
病
院
と
の

連
携
に
つ
い
て

地
域
の
皆
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

今
後
の
目
標
と

仕
事
を
す
る
上
で

心
が
け
て
い
る
こ
と

　

当
院
で
は
、
４
月
初
め
に
院
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
患
者
様
や
地
域
の
皆
様
に

大
変
な
ご
迷
惑
と
ご
不
安
を
与
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
同
月
下
旬
に
は
病
院
再
開
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
様
方
の
ご
支
援
の
お
陰
だ
と
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
続
く
中
、複
数
の
医
療
関
係
者
や
企
業
・

団
体
、
個
人
の
方
か
ら
マ
ス
ク
な
ど
の
医
療

資
材
の
ご
提
供
の
ほ
か
、
弁
当
な
ど
飲
食
品

の
差
し
入
れ
、
幼
稚
園
児
か
ら
励
ま
し
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
新
小
文
字
病
院
の
職
員
一
同
は
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
医
療
資
材
は
大

切
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
、
効
率
的
な
運
用
を

心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
１
日
現
在
、
北
九
州
市
で
は
感
染
の

第
二
波
を
迎
え
て
混
乱
し
て
い
る
状
況
で

す
。
医
療
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
地

域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
声
援

は
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
当
院
は
今

後
も
安
全
、
安
心
な
医
療
体
制
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
地
域
の
皆
様
の
健
康
で
安
全

な
生
活
が
保
た
れ
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
総
務
課
）防護ガウンの提供

園児からのメッセージ

マスクなど
医療資材の提供

感
謝
、感
謝
マ
ス
ク
等
医
療
資
材
の
ご
提
供

差
し
入
れ
に
対
す
る
お
礼

　

６
階
の
整
形
外
科
・
形
成
外
科
病
棟
師
長

の
吉
野
貴
子
と
申
し
ま
す
。

　

当
病
棟
に
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
９
割

以
上
は
手
術
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
骨
折
な

ど
の
急
性
疾
患
や
加
齢
に
伴
う
関
節
の
変
形

か
ら
起
こ
る
慢
性
疾
患
、
外
表
や
傷
を
き
れ

い
に
治
す
形
成
外
科
領
域
の
手
術
を
受
け
ら

れ
る
患
者
さ
ん
方
の
術
前
・
術
後
の
看
護
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
日
常
生
活
指
導（
装
具
の
取
り
扱
い

や
禁
忌
肢
位
）に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
患

者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を

望
ま
れ
て
い
る
か
を
、
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

そ
の
目
標
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に
不
足
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
補
い
、
手
助
け
す
る
の
が
私

た
ち
の
仕
事
で
す
。

　

他
の
診
療
科
に
比
べ
る
と
命
に
係
わ
る
重

症
例
は
少
な
く
、
回
復
さ
れ
て
退
院
ま
た
は

次
の
リ
ハ
ビ
リ
病
院
へ
転
院
さ
れ
る
方
が
多

く
、
日
に
日
に
元
気
に
な
り
日
常
生
活
が
で

き
る
ま
で
に
回
復
さ
れ
る
な
ど
、
患
者
さ
ん

の
回
復
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

私
達
の
一
番
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
退
院
後
も
機
能
回
復
の
た
め

の
リ
ハ
ビ
リ
が
続
き
、
ご
自
身
も
大
変
な
苦

労
を
強
い
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
の
際
に
は
、
そ

の
よ
う
な
方
々
よ
り
、
い
ち
早
く
数
多
く
の

お
手
紙
で
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
支
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
か
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
あ
い
を

持
て
る
の
も
整
形
外
科
・
形
成
外
科
特
有
の

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
６
回

病
棟
シ
リ
ー
ズ

整
形
外
科
・
形
成
外
科
病
棟 

師
長
　
吉
野 

貴
子
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